


　逆性石鹸にマイクロ水酸化カルシウムを飽和液（0.17%）となるように添加することで、

有機物存在下や低温下でも逆性石鹸の殺微生物効果が得られ（“相乗効果”**）、さらにノ

ンエンベロープウイルスに対しても殺ウイルス効果が認められるようになります（“広域

スペクトル化”***）。
** 水酸基（-OH 基）がエンベロープに穴をあけ、逆性石鹸がエンベロープに入りやすくすることで相乗効

果が認められます。
*** ノンエンベロープウイルスに対しては、マイクロ水酸化カルシウムの強アルカリが作用しています。

（参考）500ml のプラスチックビーカーを用い、マイクロ水酸化カルシウム（粉）を 360ml

くらいの線まで入れると、200gとなります。水100リットルに対して200g（0.2％）必要です。

　夏場は、1000 倍希釈の逆性石鹸液に 0.2％になるようにマイクロ水酸化カルシウムを加

え、よく混合します。気温が低くなる時期（15℃を下回る季節）には、500 倍希釈の逆性

石鹸に 0.2％になるようにマイクロ水酸化カルシウムを添加し、棒などで良く混合します。

多少白い沈殿が残りますので、動力噴霧器に大きな塊を吸い込まないよう、取り込み口に

はフィルター、ストレイナーなどを取り付ける必要があります。

　なお、一般に広く用いられている消石灰の場合、粒子径が大きいため（150μm 以下）、

逆性石鹸との相乗効果は認められないので注意が必要です。

　混合液での消毒法（マイクロＭＩＸ法）の具体的な使用場所として、畜舎、衛生管理区

域内に入る車両（飼料搬入、薬品搬入、家畜の搬入・搬出、生乳搬出、機材の搬入・搬出）、

車両のフロアーマット、車内、車両荷台、輸送かご、種卵トレイ、孵化場のセッターやハッ

チャー、種卵消毒、踏込み消毒槽などがあります。感染症発生時の“消毒ポイント”での

車両消毒にも効果的です。従来、逆性石鹸を用いていた消毒場所にマイクロ水酸化カルシ

ウムを添加した“混合液”を用いることで、逆性石鹸の働きが弱くなる低温環境下・有機

物存在下や逆性石鹸が苦手とするエンベロープの無いウイルスなどを含む幅広い病原体の

不活化が期待できます。

　逆性石鹸と同様に、普通石鹸や陰イオン系の薬剤と混ざると中和して効果がなくなるの

で注意して下さい。

　“特定家畜伝染病防疫指針”にもあるように車両消毒には、「車体を腐食しにくい“逆性

石鹸”」が推奨されています。高圧洗浄機（動力噴霧器）を用いて消毒しましょう。タイ

ヤや車体の下に付着している泥などを落とせるぐらいの勢いでないと、車体やタイヤに

しっかりと付着した病原体を不活化することは困難です。

　高圧洗浄時の消毒液にも、上記の混合液による消毒（マイクロＭＩＸ法）を用いるのが

効果的です。

　なお、逆性石鹸については、自動濃度調整装置（流量比例式混入器）がありますが、水

酸化カルシウムの粉を自動で混合することは現時点では難しく、左ページの表のように

200 リットル単位、500 リットル単位（量は使用の頻度により調整してください）で作製

する必要があります。調整した液体は密封の状態では室温で 1 か月以上保管しても効力の

低下は認められないので、作り置きが可能です。実際の農場では 1 週間くらいで使い切っ

てください。

　飼養衛生管理基準には、「養豚場と養鶏場においては、畜舎（鶏舎）ごとの専用の靴の

設置と使用」が定められています。踏み込み消毒槽で長靴に付着した病原体を不活化する

には、混合液を使用しても 3 分間以上を要します。このため、長靴の交換場所を設置し、

畜舎用の長靴に履き替えた上で、畜舎での作業後は、水とブラシで長靴に付着した糞便な

どを洗い落とし、消毒液を入れた踏み込み消毒槽に次に使うまで入れておくこと（漬け置

き）が大事です。

　牛の農場で長靴交換と漬け置きの長靴の

利用を実施したところ、子牛の死亡率と下

痢発生率が有意に低下し、汚染指標病原体

（ロタウイルス、コロナウイルス、エンテロ

ウイルス）検出率が有意に低下したとの報

告があります。

３．車両消毒設備

４．長靴交換の実施

混合液の作り方：資材 夏場 1000 倍希釈 秋から春 500 倍希釈

逆性石鹸 200ml 400ml

マイクロ水酸化カルシウム 400g 400g

水 200 リットル 200 リットル

２．逆性石鹸とマイクロ水酸化カルシウムの混合液に
　　よる消毒法（マイクロＭＩＸ 法）


